



Analyses of Japanese Children’s Songs:
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音楽の構造を 2 小節単位で図式化すると、［ABCD / 
EFEF’/ABCD］となる。B、 Dは完全終止である。Fは
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いるが（6、10 小節目の休符）、続く 2 行から最終行冒頭
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 7） 『NHK　日本語アクセント辞典　新版』（1998）、959 頁、
「ヨチヨチ」の項では、発音は全ての音節で有声であると
されている。しかしながら当該詩における「よちよち」
は、行末にあって独立している。同辞典の付録 227 頁に
は、共通語の母音の無声化の「決まりⅡ」として「《キ》
《ク》《シ》《ス》《チ》《ツ》《ピ》《プ》《シュ》などの拍が、
息の切れ目の直前にきて、その拍のアクセントが低いと
き」（下線は筆者による）に無声化するという記述があり、
筆者の主張する当該箇所での「ち」の無声化は、この条
件に適合するものと考えられる。9 小節目の「よちよち」
に関しては、テキストとしては単独で行末にあるものの、
歌唱では休符を挟まずに「があがあがあ」と続いていく
ため、いずれの「ち」も有声で発音して差し支えないよ
うに思われる。しかしながら4、6、8小節目に関しては、
仮にはじめの2つの「ち」が有声で歌われたとしても、発
音の法則上、また歌唱法上、行末にあってその先に休符
のある3つ目の「ち」は、無声化した方が合理的である。
 8） 短絡的に敷衍することはできないが、宮崎・岡田・針生・
今井（2010）、30 頁では、母親を被験者としたオノマト
ペ使用の分析の中で、対幼児発話条件ではオノマトペの
動詞的使用が多いのに対し、対成人発話では副詞的使用
が相対的に増加するという傾向が示されている。
 9） この歌に限らず、「うたあそび」（1.～47.）にはイラスト
が添えられているものが多い。本稿での楽曲分析には、
71
オノマトペを手掛かりとした子どもの歌の楽曲分析
イラストは直接影響しないと思われたので、譜例には掲
載しないこととした。
10） この歌が実際に保育現場で歌われる際には、保育者によ
る説明の中でオノマトペが補助的に用いられることが十
分に想定される。（渡辺・近藤 2008）
11） ただし、この詩の作者は不詳である。
12） 因みに、本稿の譜例で割愛した「あそびかた」には、イ
ラストと共に発展のヴァリエーションが提示されている
が、いずれのテキストもオノマトペを含んでいて興味深
い。
